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本マニュアルについて 

表記に関する原則 

本マニュアルは、以下の原則を用いて、さまざまなタイプの情報を区別しています。 

  

• コマンドなど、インターフェース自体の用語は、太字で表記します。 

• キーボードのキーは細字の大文字を四角で囲んで表記します。 

例：「SHIFT キーを押してください。」 

• 番号のついたリストは、実行する手順があることを示します。 

• 接続詞「または」が段落の隣に表示された場合、特定のタスクを実行する別の手順があることを表します。 

• メニューコマンドにサブメニューが含まれる場合、選択するメニュー名と、それに続くコマンドが太字で表記されま

す。したがって、「ファイル > 開くを選択」の場合、ファイル ニューを選び、開く コマンドを選択します。 

  

製品について 

このマニュアルは、特定の製品について記載されたものではなく、製品間で共通の概念について説明しています。従って、記

載されている一部の機能は、 

製品によってはご利用いただけない場合があります。 

  

購入されたソフトウェアで利用できる機能については、製品のオンラインヘルプやカタログをご覧ください。 
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イントロダクション 

はじめに 

このたびは、最先端のラベルデザインアプリケーションをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

このラベルデザインアプリケーションを使用すると、複雑なラベルをすばやく作成し、編集することができます。 

このアプリケーションはすべての自動識別ニーズを満たし、生産プロセスにシームレスに適合します。 

本製品は、現在の市場において、複雑なバーコードのデータ入力、収集、編集をリアルタイムで行うすべての企業に、最も使

いやすい、直感的に操作できるソリューションを提供します。 

  

製品の説明 

本製品に含まれるものは、以下のとおりです。 

• インストール用 DVD。 

• ドキュメンテーション（ユーザーガイド、チュートリアル、データベースマネージャー ユーザーマニュアル）。 

• ライセンス契約と登録カード。 

• プロテクトキー：ソフトウェアキー（アクティベーションコード）またはハードキー（ドングル）。 

注意： ReleaseUS.html ファイルには、ソフトウェアに関する最新情報が含まれます。この情報は、本マニュアルの情報よ

りも優先されます。 
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システム要件 

アプリケーションを実行するために必要な、ソフトウェアとハードウェアの基本的な要件は、Windows®で実行する多くのア

プリケーションと同様です。  

• オペレーティングシステム  

Windows® 7 SP1 x86/x64  

Windows® 8  x86/x64  

Windows® 8.1 x86/x64   

Windows® 10  x86/x64  

Windows® Server 2008 R2 SP1  

Windows® Server 2012, 2012 R2  

Windows® Server 2016 

Windows® Server 2019 

• VIRTUAL MACHINE PLATFORMS  

VM ライセンスが必要 

• メモリ  

2 GB 以上の RAM 

• ハードディスク空き容量  

1.5 GB 以上の空き容量をもつハードドライブ  

• ディスプレイ 

最小 1024 x 768 - トゥルーカラー 32 ビット 

• サポートするソフトウェア  

Microsoft .NET Framework 4.6.1 (インストールと共に提供されます)  

いずれかの PDF リーダー (Adobe Acrobat Reader はインストールと共に利用できるようにな

ります) 
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• システムの要件 

インストレーションには管理者権限が必要です 

インターネットへの接続環境もしくは専用の USB ポート 

注意：互換性の問題が発生する可能性がありますので、このラベルデザインソフトウェアの旧バージョンがシステムにインス

トールされている場合は、すべてアンインストールしてください。 

  

インストール 

注意：このソフトウェアをインストールする前に現在作業中のデータを保存し、他のプログラムをすべて閉じてください。 

  

インストールプログラムを実行する前に、ご利用のパソコンの構成をチェックします。 

  

1. インストール用 DVD を正しいドライブに挿入してください。インストールウィンドウが表示されます。 

 

この DVD が自動的に起動しない場合： 

  

2. スタート > 実行を選択し、 DVD ドライブの文字を入力し、その後 ファイル名 index.hta を入力します（例えば、

D:\index.hta）。 

3. インストールしたい製品を選択し、インストール ボタンをクリックして、画面に表示される指示に従って、進めます。 

   

ソフトウェアのインストール 

インストールプロセスを実行する前に、管理者権限をお持ちかどうかをご確認ください。 

インストールしたいプログラム機能を選択し、次へ をクリックしてください。 

（通常はすべてを選択してインストールしてください。） 
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ライセンスのアクティベーション 

このソフトウェアは、ソフトウェアキー（アクティベーションコード）またはハードウェアキー（ド

ングル）を使用して動作させることができます。 

  

• ドングルとは、ソフトウェアを起動する前に、ご利用のパソコンのパラレルポートまたは

USB ポートに差し込む小さな電子デバイスです。ハードウェアキーが必要なバージョンであ

るにもかかわらず、それが取り付けられていない場合は、プログラムは「評価」モードで実

行されます。この場合、ラベルを保存および印刷することができません。 
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• ソフトウェアキーとは、初めてソフトウェアを起動する時や、トライアルバージョンを実行

している場合に、アクティベーションウィザードにより求められるアクティベーションコー

ドです。トライアルソフトウェアキーを利用している場合は、製品のすべての機能を 30 日

間、または起動回数 100 回までご利用いただけます。 

注意：アプリケーションを開始する時にプロテクトキーが製品バージョンと一致しない場合は、必要な手順を説明するダイア

ログボックスが表示されます。 

   

まず、ラベルデザインソフトウェアのインストールを実行し、その後、プロテクトキーをコンピュー

ターで有効化または接続してください。 

ご注意：ネットワークライセンスを購入した場合には、まず Network License Manager をインストー

ルし、ライセンスサーバーをインストールします。各ワークステーションに、製品をインストールし

ます。ネットワークへワークステーションを接続するためには、トライアルモードでソフトウエアを

開始して、ネットワーク管理を選択します。 

  

ハードウェアキープロテクション 

ドングルを含むソフトウェアを購入された場合は、 USB ポート用のドングルが付属されます。 

USB キーの接続: 

複数の USB ポートがある場合、どのポートを使用されても構いません。 空いている USB ポートがない場合、  USB 拡張ハブ

をご利用いただけます。 USB デバイスはホットスワップ可能です。つまり、パソコンを再起動しないで、いつでもバスに差

し込んだり、外したりできます。 



イントロダクション 

12 

 

 

 

注意：ドライバーは、アプリケーションを実行中にインストールできます。しかし、変更を認識させるために、ラベルデザインソフトウェアを

再起動する必要があります。 

  

ドライバーキーの手動インストール 

  

ドライバーキーを手動でインストールしたい場合は、以下の操作を行います。 

1. スタート をクリックし、ファイル名を指定して実行 をクリックします。 

2. 以下のコマンドを入力して Enter キーを押下してください。 

・Windows 7 または 8, 8.1 の 64 ビット版の場合： 

C:\program files (x86)\Teklynx\CODESOFT xxx\Tools\Dongle\HaspDinst.exe –i 

・32 ビット版の場合： 

C:\program files\Teklynx\CODESOFT xxx\Tools\Dongle\HaspDinst.exe –i 

注意：ドライバーをインストールする前に、ラベルデザインソフトウェアと他のアプリケーションを閉じるようにお願いいたします。 
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ソフトウェアキープロテクション 

  

ラベルデザインソフトウェアをインストールしたら、 アクティベーションウィザードが起動し、ソフ

トウェアキーのプロテクトプロセスを開始します。 

  

ソフトウェアキーのアクティベーション: 

アクティベーションウィザードにおいて、アクティベートを選択し、次へをクリックしてください。アクティベー

ションを実行するには、以下の 4 つの方法があります：オンラインでのアクティベーション、USB キーを使用し

てアクティベーション、スマートフォンを使用してアクティベーション、Web サイトを使用してアクティベーショ

ン。 

注意：ソフトウェアをインストールしたコンピューターがインターネットに接続している場合、［オンラインでのアクティベーション］が自動的に

選択されます。 

• オンラインでのアクティベーション 

いくつかのネットワークはプロキシサーバーにより保護されている場合があります。この場合は、IP アドレスを

入力してインターネットに接続できるようにする追加のステップがあります。 

  

1. オンラインでのアクティベーション を選択します。 

  

2. 製品に付属するシリアル番号とパスワードを入力し、次へ をクリックします。 

  

3. ユーザー登録 フォームに情報を入力し、次へ をクリックします。 

 

4. 終了をクリックします。 

  

ご注意：オンラインライセンスには以下のものが必要です： 

           - ライセンスサーバーへのインターネットアクセス 

            - Ports 80 と 443 を開いておいてください(proxy、firewall) 

            - オンラインライセンスには Proxy 認証は直接サポートされません。 
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注意：ソフトウェアをインストールしたコンピューターがインターネットに接続していない場合で、インターネットに接続している他のコンピュ

ーターを利用できる場合には、［USB キーを使用］をクリックしてアクティベーションを実行することができます。 

  

• USB キーを使用してアクティベーション 

  

1. 製品に付属する「シリアル番号」と「パスワード」を入力し、次へ をクリックします。 ) 

2. USB キーを使用 を選択します。 

  

3. アクティベーションに使用する外部記憶メディア（USB キーまたは外付けハードディスクなど）を選択し、次へ 

をクリックします。アクティベーションのためのファイルが選択したメディアにコピーされます。 

4. メディアを取り外します。 

  

5. インターネットに接続されている別のコンピューターにメディアを接続します。 

  

6. USBWizard.exe を実行します（このファイルはメディアのルートに存在します）。ウィザードが開始されます。 

  

7. アクティベートするライセンスを選択し、次へ をクリックします。 

  

8. ユーザー登録 フォームに情報を入力し、次へ をクリックします。 

選択されたライセンスをアクティベートするための情報が正しく取得されたことを通知するメッセージが表示されます。 

  

9. このコンピューターからメディアを取り外します。 

  

10. ソフトウェアをインストールしたコンピューターにメディアを接続し、再び USBWizard.exe を実行します（このファイルはメディ

アのルート上に存在します）。 

  

11. ウィザードには、ソフトウェアがインストールされているコンピューターでアクティベートできるライセンス情報が表示されます。 

 

12. 次へ をクリックします。 

 

13. 終了をクリックします。 

  

注意：インターネットへの接続環境がない場合には、スマートフォンを使用して製品をアクティベートすることができます。 

  

• スマートフォンを使用してアクティベーション 
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スマートフォンを使用してソフトウェアをアクティベートするためには、バーコードを読み取るためのバーコード

スキャナアプリケーションが必要です。バーコードスキャナアプリケーションはアプリケーションストア／マーケ

ットからダウンロードできます。このアクティベーションモードでは、スマートフォンのインターネット接続を使用

します。 

  

1. 製品に付属する「シリアル番号」と「パスワード」を入力し、次へ をクリックします。 

2. スマートフォンを使用 を選択します。 

  

3. ユーザー登録  フォームに情報を入力し、次へ をクリックします。 

  

4. バーコードが表示されます。カーソルをバーコード上に移動して、ズームインします。 

  

5. スマートフォンでバーコードスキャナアプリケーションを起動します。 

  

6. スマートフォンでバーコードを読み取ります。  

 

7. 続行 をクリックするか、スマートフォンでブラウザを開きます。 

  

8. ソフトウェアアクティベーションの Web サイトが表示されます。この Webサイトから、ソフトウェアを登録し、ア

クティベートできます。すべてのフィールドに入力する必要があります。 

  

9. Submit をクリックします。 

  

10. Webサイトページの下部に「検証コード」と「インストールコード」が表示されます。必要があれば下スクロール

してください。 

  

11. 「検証コード」と「インストールコード」をウィザードに入力します。 

（大文字で入力してください。） 

  

12. 次へ をクリックします。 

 

13. 終了 をクリックします。 

• Web サイトを使用してアクティベーション 

1. 製品に付属する「シリアル番号」と「パスワード」を入力し、次へ をクリックします。 
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2. Web サイトを使用 を選択します。 

  

3. 製品に付属する「シリアル番号」と「パスワード」を入力し、次へ をクリックします。 

  

4. この画面のリンク（http://www.teklunx.com/nsp/）には、インターネットアクセスを使用して、異なるコンピュータ

ーからアクセスできます。 

インターネット接続を使用できる任意のユーザーがこの Web サイトに接続してアクティベーションを完了すること

ができます。このサービスを利用するためには「シリアル番号」と「パスワード」、および「ユーザーコード（ウィ

ザードに表示されます）が必要です。   

5. Webサイトに表示されるユーザー登録 フォームに情報を入力し、次へ をクリックします。 

  

6. Submit をクリックします。 

  

7. 「検証コード」と「インストールコード」が、Web サイトに表示されます。 

 

8. 「検証コード」と「インストールコード」をウィザードに入力します。 

（大文字で入力してください。） 

  

9. 次へ をクリックします。 

  

10. 終了 をクリックします。 

  

プログラムの起動 

1. Windows 8以前の Windows バージョン:[はじめに] > [プログラム]  を選択し、ラベルデザインソフトウェアのプログ

ラムグループを指定します。 

 

Windows 8ユーザー:検索ツールにアクセスします。検索ツールにアクセスして使用するには、キーボードで

Win[Windows key] + C を押すか、右上角または右下角でスワイプして Charms メニューを開きます。Charms メニュ

ーがポップアップすると、Search ボタンをクリック/タップします。 

  

2. インストールした時に指定したプログラムグループ名を選択します（デフォルトでは、アプリケーションの名前が設

定されます）。  

メインウィンドウが画面に表示されます。 
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ソフトウェア起動時のエラーメッセージ  

  

ソフトウェアを起動した時にエラーメッセージが表示され、入力を促された場合、以下の項目をチェ

ックしてください。 

  

• 管理権限…キーのインストールを適切に行うために、パソコンのローカル管理権限が必要で

す。この権限をお持ちではない場合は、ソフトウェアを起動した時にエラーメッセージが表

示されます。この場合、ドライバーを手動でインストールしなければなりません。 

•  ドライバーのインストール…インストール中、問題が発生した場合、あるいはソフトウェア

を起動した時にエラーメッセージが表示された場合は、手動でドライバーをインストールす

る必要があります。 

• キー…接続されたキーが、ラベルデザインソフトウェアで機能していることをチェックして

ください。 

• ドライバーアップデート… ドライバーが更新されていない可能性があります。更新を行うに

は、http://www.aladdin.com/support/hasp/enduser.aspx 

からダウンロードしてください。 
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ユーザーインターフェース 

メインウィンドウの説明 

本セクションでは、ワークセッションの最初に、メインウィンドウに表示される主なインターフェー

ス要素の概要を説明します。 

  

メニューバー 

メニューバーにはファイル、編集、表示、 オブジェクト、 データソース、 ツール、 ウィンドウおよ

び ヘルプが含まれています。 

メニューを開くには  

1. マウスの左ボタンでメニューをクリックします。 

2. 次に必要なコマンドを選択します。 

  

注意：キーボードを用いて、コマンドにアクセスするには、キーボードショートカットを使用しま

す。ALT キーを押したまま、メニュー名またはコマンド名の下線付きの文字キーを押してください。 

  

ワークスペース 

ワークスペースは、ルーラーとスクロールバーの間に位置している、ウィンドウの中央部分です。そ

れは、ドキュメントの物理的な境界を設定するフレームや、印刷するオブジェクト、印刷する必要が

ないコメントやオブジェクトを挿入する、印刷不要エリアが含まれます。 



User Guide LV 

19 

ドキュメント 

新しいセッションを開くと、プログラムでは、ウィンドウの上部左端にフレームを表示します。この

フレームは、印刷するドキュメントの物理的な境界を表します。オブジェクトをこのフレーム内に配

置し、ドキュメントを作成します。 

ステータスバー 

ウィンドウの下にあるステータスバーは、選択したプリンター名、接続したポート、マウスポインタ

－の x・y 座標、選択したオブジェクトの cx・xy 寸法、ライセンスの残り日数を表示します. 

  

 

  

ステータスバーの異なるセクションはクリッカブルで、適切なダイアログを呼び出します： 

•  文書が開いている場合には、プリンター名エリアをダブルクリックして、プリンター設定ダ

イアログボックスを表示します 

• 文書が開いている場合には、ポート名エリアをダブルクリックして、プリンター変更ポート

ダイアログボックスを表示します。この動作は Windows プリンタードライバーでは利用する

ことができません 

• オブジェクトを選択して、ロックしていない場合には、サイズオブジェクトエリアをクリッ

クして選択したオブジェクトのプロパティを表示します 

• 残り日数エリアをダブルクリックして、ダイアログボックスについてを表示します 

標準ツールバー 

これらのツールバーを使用すると、メニューを使用するより速く、ルーチンを実行することができま

す。 
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ツールを選択するには 

ツールに対応するボタンをクリックします 。 

タイトルバー 

タイトルバーは、ソフトウェアの名前と現在のドキュメントの名前、または新しいドキュメントが作

成された場合"Documentno" を表示します。マウスを使用して、ウィンドウを移動することができま

す. 

  

文字書式ツールバー 

このツールバーを使用して、テキストまたは段落のフォーマット、すなわちフォント、文字サイズ、

スタイルオプション、テキストの折り返しなどを変更できます。 

 

書式を変更するには 

1. ドキュメントのオブジェクトを選択します。 

2. 必要とされるオプションをクリックします 。 

注意：これらのオプションはすべて、文字 プロパティのダイアログボックスでもアクセスできます。 

  

オブジェクトツールバー 
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オブジェクトツールバーは、選択されたオブジェクトの名前を表示し、そのプロパティにアクセスす

ることができます。 

 

  

表示ツールバー 

表示ツールバーは、多くの表示オプションを提供します。 

表示モードを変更するには、必要な表示モードをクリックします。 

ボタン ツール名 用途 

 

変数名 変数の名前を表示します。 

 

サイズ 変数の最大サイズを表示します。 

 

変数値 変数の値を表示します。 

 

フォーム フォームを表示します。  

 

ビュー データソースとオブジェクトを表示します 。 

 

ズーム オ オブジェクトの内容を拡大または縮小できます 

注意：これらのすべてのオプションは、表示メニューからアクセスすることもできます。 

作成ツールバー 

作成ツールバーは、多くのボタンから構成されています。それぞれのボタンは、オブジェクトの作成

および操作を行うツールとなります。 
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ボタン ツール名 用途 

 

選択ツール 操作対象のオブジェクトを選択します。 

 

テキスト 固定または変数テキストを作成します 。 

 

バーコード 固定または変数バーコードを作成します。 

ウィザードを用いて GS1, HIBC および Maxicode を作成しま

す。 

 

イメージ 固定のイメージを挿入します。 

 
線分 水平または垂直ラインを描きます。 

 

矩形 長方形または正方形を描きます。 

 
円／楕円 円または楕円を描きます。 

 
ポリゴン 多角形を描きます。 

 
斜線 斜線を描きます。 

 
R 付き矩形 角が丸い矩形を描きます。 

 

図形オブジェクト すぐに使える図形をドキュメントに挿入します。 foJ� 

 

プラグイン TextArt、ListFields、Grid Field, OCXFields および RichText

フィールドを作成します。 

データソースビューとオブジェクトビュー 

データソースビューは、データソースと、作成されている変数、およびそれらの数を表示します。変

数オブジェクトは、ドラッグ＆ドロップするだけで、ドキュメントに挿入することができます。コン

テキストメニューを使用すると、変数プロパティの追加、削除、変更を行うこともできます。オブジ

ェクトビューは、作成されたオブジェクトを種類ごとに表示します。このタブを使用して、オブジェ

クトを選択したり、位置を変更したりすることができます。 
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オブジェクトビューはタイプ別で作られたオブジェクト数と、位置、高さ、奥行きなどのプロパティ

を表示します。このタブからオブジェクトを作成作成し、オブジェクトを選択し、その場所を変更す

ることができます 

  

 

  

キーボードの上下矢印キー↑、↓を使用すると、オブジェクトツリーを上下に移動することができま

す。 左右矢印キー←、→を使用すると、リストを展開・折り畳むことができ、各データソースに関連

する変数リストや各カテゴリーについて利用できるオブジェクトのリストを表示します。 

データソースについて 

データソースには、同じソースのデータを与えられる変数のリストが含まれます。 

データソースを選択すると、必要なデータが存在する場所や、データの種類を知ることができ

ます。データは、内部で生成されるデータ（日付、カウンター） と、アプリケーションに外部

から指定するデータ（データベース 、フォームを使用した直接データ入力）があります。 

データソース表示で利用できる、さまざまなデータソースは以下のとおりです。データベー

ス、 日付、数式、フォーム、テーブル参照、カウンターおよび 自由。  
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ルーラー 

ルーラーを使用すると、マウスの位置を表示し、さまざまなオブジェクトをドキュメントに正確に配

置することができます。ツール > オプション> 表示 コマンドを使用して、インチまたはミリメートル

のいずれかの単位で設定できます 

• 水平ルーラーの左半分をダブルクリックすると、表示スケールを縮小します。 

• 水平ルーラーの右半分をダブルクリックすると、表示スケールを拡大します。 

• 水平ルーラーを右クリックすると、ズームコンテキストメニューを表示します。 

• 垂直ルーラーをダブルクリックすると、グリッド設定ダイアログボックスを表示します。 

• 垂直ルーラーを右クリックすると、回転コンテキストメニューを表示します。 

回転ボタン 

ドキュメントの上部左端にある     をクリックすると、画面のドキュメントを 90°、180°、

270°または 360°回転させることができます。画面の回転は単なる表示機能であり、印刷に影響を

与えません 。 

ドキュメントを回転するには 

• マウスの左ボタンで をクリックすると、ドキュメントを左に 90°回転できます。 

• マウスの右ボタンで をクリックすると、ドキュメントを右に 90°回転できます。 

注意：表示 > 回転 コマンドを使用するか、または垂直ルーラーをマウスの右ボタンでクリックし、

コンテキストメニューを使用すると、同じドキュメントの回転効果が得られます。 
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作業環境の設定 

プリンタを選択する 

ドキュメントの作成を開始する前に、まず作業環境を設定する必要があります。 

  

最初のステップ は、ラベルを印刷するプリンターを選択します。すべてのプリンターが同じ機能を備

えているわけではありませんので、選択されたプリンターのモデルによって、利用できるオプション

が異なります。 

  

次のステップ は、作業環境のオプションを選択します。例えば、インターフェース言語、単位などで

す。利用できるすべてのオプションについては、本章で後ほど見ていきます。 

  

最後のステップは、ドキュメントのページ設定です。例えば、ドキュメントのサイズ、方向、マージ

ンなどを定義します。 

  

ラベルデザインソフトウェアを使用すると、さまざまなプリンター、ソフトウェアで提供されるドラ

イバーで印刷することができます。また会社のネットワークやご利用の PC のローカルにインストー

ルされた Windows プリンターで印刷することもできます。 

  

ドキュメントを作成し始める前に、プリンターを選択する必要があります。これは、プリンターの選

択により、ページ設定オプションや、さまざまな文字フォントの利用などが影響されるからです。 
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プリンターの選択 

プリンターの選択 ダイアログボックスは、以下の方法でアクセスできます。 

コマンド： ファイル > プリンター選択。 

- または - 

ボタンをクリックします。 

- または - 

F5 キーを押します。 

- または - 

プリンターは、ドキュメントを作成する前に選択する必要があります。プリンターの選択は、ページ

設定オプション、さまざまなフォントの使用などに影響を与えます。 

Windows ドライバーとネイティブドライバー： 

ラベルデザインソフトウェアは、広範囲の産業用バーコードプリンターで使用意できます。このため

の専用のドライバー（ネイティブドライバー）を搭載しています。また、ローカルの PC やネットワ

ーク上にインストールされた任意の Windows プリンターにも印刷することができます。 

Windows プリンターとは、オペレーティングシステムにインストールされている、すべてのプリン

ターを表します。一般的に、オフィスのプリンター、レーザープリンターなどがあります。印刷ジョ

ブは、Windows スプーラ（ジョブキュー）に送信されます。 

ネイティブドライバーは、ラベルデザインソフトウェアで提供されます。これらのプリンターによる

印刷は、ソフトウェアで直接管理されます。 
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プリンターを選択するには 

1. ファイル > プリンター選択。 

または 

ボタンをクリックします。 

または 

F5 キーを押下します。 

2. リストからプリンターを選択します。 

3. OK ボタンをクリックします。 

注意：アプリケーションで提供されるドライバーは、 アイコンで識別できます。 

  

プリンターの追加 

ファイル > プリンター選択 コマンドを選択し、追加ボタンをクリックすると、プリンター追加 ダイ

アログボックスにアクセスできます。 

このダイアログボックスを使用すると、ソフトウェアで提供されているプリンタードライバーを追加

することができます。 

注意：Windows プリンターを追加するには、オペレーティングシステムのコントロールパネルを使用

しなければなりません。 

プリンターを追加するには 

1. ファイル > プリンター 

または 

 ボタンをクリック 
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または   

F5 キーを押下します。 

  

2. 追加 ボタンをクリックします。 

  

3. モデル リストにおいて、メーカーグループまたはプリンターのモデルを選択します。 

  

4. 出力ポート（シリアル、パラレルまたはファイル）を選択し、OK ボタンをクリックします。 

注意：プリンターのメーカーグループの隣にあるプラス記号 (+) をクリックすると、さまざまなモデ

ルを表示できます。 

注意：数多くのメーカーの様々なモデルのプリンターを追加することができますが、既に製造／販売が終了しているモデル

やメーカーがサポートを終了しているプリンターも含まれています。 それらは過去に作成したラベルファイルとの互換性を保

つ為だけに残っています。現在、サポートしているプリンターは弊社の Web サイトでご確認ください。 

各種ポート： 

ポート名 用途 

COMx シリアル通信ポートを指定します。プリンターを接続するシリアルポート番号を選択

します。 

LPTx パラレル通信ポートを指定します。プリンターを接続するパラ 

レルポート番号を選択します。 

File ファイルに出力する場合は、 ファイルを選択します。 

（例）LPT1 で Zebra 140 を追加 

1. ファイル > プリンター選択を選択します。 

2. 追加 ボタンをクリックします。 



User Guide LV 

29 

3. モデル リストにおいて、Zebra グループを選択します。 

4. 左側のプラス記号(+)をクリックしてモデルを展開し、Zebra 140 を選択します。 

5. LPT1 ポートを選択し、直接制御 のチェックを外し、 OK ボタンをクリックします。 

   

  

作業環境のカスタマイズ 

本製品には、作業環境をカスタマイズする多くのオプションがあります。 

  

オプションでは、インターフェース言語、単位、ダイアログボックスの表示フォント、作業フォルダ

ー、通貨換算レートを変更することができます。 

インターフェイス言語の変更 

ユーザーインターフェースはさまざまな言語でご利用いただけ、簡単に変更することができます。 

インターフェース言語を変更するには 

1.  ツール > オプションを選択します。 

2. 表示 タブをクリックします。 

3. 言語設定リストから希望する言語を選択します。 

4. OK ボタンをクリックします。 

注意： OK ボタンをクリックすると、すべてのメニュー、コマンド、画面のメッセージが選択された

言語で表示されます（オンラインヘルプと、開くや 名前を付けて保存など Windows イアログボック

スを除く）。 
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表示オプションと作業環境の変更 

インターフェース言語、単位、ダイアログボックスの表示フォントを変更できます。これらの選択

は、表示タブを使用して行います。 

表示 タブにアクセスするには、ツール > オプションを選択します。 

  

測定単位の選択 

単位は、ミリメートルまたはインチを使用できます。単位の選択は、ルーラーの目盛りを変更しま

す。   

測定単位を選択するには 

1. ツール > オプションを選択します。 

2. 表示 タブを選択します。 

3. 単位を選択します。 

4. OK ボタンをクリックします。 

グリッドスケールを変更するには 

オブジェクトの整列に使用されるグリッドスケールは、変更または無効にすることができます。 

1. ツール > オプションを選択します。 

2. グリッド設定タブをクリックします。 

- または - 
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垂直ルーラーをダブルクリックして、グリッド設定タブに直接アクセスします。 

3. 必要なグリッドスケールを選択します。 

4. OK ボタンをクリックします。 

  

注意：グリッドスケールで使用される単位は、表示タブで定義できます。 

  

換算レートを定義するには 

ユーロへの変換レートボックスで定義される換算レートは、 eurotocurrency および currencytoeuro 

の式で使用されます。 

1. ツール > オプションを選択します。   

2. その他のタブをクリックします。 

3. ユーロへの変換レート ボックスに換算レートを入力します 

注意：デフォルトの換算レートは、フランス・フランとユーロ間のレートとなります。 

  

作業フォルダーの定義 

ソフトウェアを起動した後、はじめて開くや名前を付けて保存 ダイアログボックスを開くと、マイド

キュメント フォルダーがデフォルトの作業フォルダーとして選択されます。 

1. ツール > オプションを選択し、既定値のフォルダー タブを選択します。 

2. パスのセルをクリックし、デフォルトの作業フォルダーを変更します。 

- または  - 
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ボタンをクリックし、新しいデフォルトの作業フォルダーを選択します。パスは、ディレク

トリで変更します。 

3. OK ボタンをクリックします。 

  

ドキュメントのページ設定 

ドキュメントのテンプレートは、ページ設定ダイアログボックスで作成し、変更できます。 

ドキュメントのページ設定は、ページサイズ、印刷方向、1 行あたりのラベル数と 1 列あたりのラベ

ル数、ドキュメントサイズ、マージン、ラベル間ギャップから構成されます。お客様独自のドキュメ

ントテンプレートを作成し、後で使用するために保存することができます。 

注意：ドキュメントのストックを作成する前に、まずドキュメントの印刷に使用するプリンターのモ

デルを選択しなければなりません。ファイル > プリンター選択を選択します。ページフォーマット

は、ページ設定ダイアログボックスを使用して、定義します。これにより、プリンター設定も更新さ

れます。このソフトウェアは、Windows プリンター設定 ダイアログボックスで定義されるページ設

定を使用しません。 

ページ設定ダイアログボックスにアクセスするには 

1. ファイル > ページ設定を選択します。 

- または  - 

ボタンをクリックします。 

- または  - 

文書のどこかを右クリックして、ラベル/ページ設定をクリックします 

- または  - 

文書のどこかをダブルクリックします 
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2. ラベル タブをクリックし、ラベルのサイズと枚数を入力します。 

3. ページ タブをクリックし、ページサイズと向きを選択します。 

4. マージン タブでマージン値を入力します。 

ストック タブを使用すると、カスタマイズしたストックを保存することができます。 

5. OK ボタンをクリックします。 

注意： 入力されたパラメーターがストックのサイズに対応していない場合、エラーメッセージが表示

されます。 

デモンストレーション 

ページ設定とカスタマイズされたストックの作成 

1. ドキュメントを新規に作成します。 

2. 一般的な Windows プリンターを選択します。 

3. ファイル > ページ設定を選択します。 

- または  - 

ボタンをクリックします。 

- または  - 

文書のどこかを右クリックして、ラベル/ページ設定をクリックします 

- または  - 

文書のどこかをダブルクリックします 

4. ラベル タブをクリックし、以下の値を入力します。 

• 幅と高さ： 30 

• コーナーR： 0 

• ラベル枚数： 

• 列数： 2 

• 行数： 3 
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5. ページ タブをクリックし、以下の値を選択します。 

• 自動サイズ： チェック 

6. マージンタブをクリックし、以下の値を入力します。 

• マージン： 

• 左： 10 

• 上： 10 

• 間隔： 

• 行間隔： 5 

• 列間隔： 5 

7. ストックタブをクリックし、以下の値を入力します。 

• 種類： Family 

• 名前： Layout1 

8. OK ボタンをクリックします。 

  

カスタマイズしたストックの削除 

作成したストックが不要になった場合、削除することができます。 

カスタマイズしたストックを削除する場合： 

1. ファイル > ページ設定を選択します。 

- または  - 

ボタンをクリックします。 

- または  - 

文書のどこかを右クリックして、ラベル/ページ設定をクリックします 
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- または  - 

文書のどこかをダブルクリックします 

2. ストック タブにおいて、種類 と 名前リストからストックを選択します。 

3. 削除 ボタンをクリックします。 
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固定オブジェクトを使用したドキュメントの作成 

固定オブジェクトの作成・操作 

固定オブジェクトは、テキスト・バーコード・画像・線・三角・丸などをお持ちの文書に挿入するこ

とに関連します。 

オブジェクト作成 

以下を利用して、文書に素早く簡単にオブジェクト（バーコード・画像・テキスト・図など）を作成

することができます: 

• クリエーション・ツールバー  

- または - 

• オブジェクト メニュー 

- または - 

• 各オブジェクトタイプのコンテキストメニューを使用して 

オブジェクトビュー 

•  

ご注意: 作成された各オブジェクトは、自動的にアプリケーションに名前を与えられます。オブジェ

クトが選択されると、 オブジェクトビューとオブジェクト ツールバーに名前が現れます。 

以下のオプションのひとつを使用して、オブジェクトを作成することができます: 
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• ダイレクトモードクリエーション: 

1. ご希望のオブジェクトを直接クリックして、文書に挿入します 

2. オブジェクトを置きたい場所をクリックします 

       - または - 

• ガイドモードクリエーション: 

1. お持ちのオブジェクトのメニューボタンをクリックします。それに割り当てたい動作リスト

と一緒にサブメニューが現れます(固定オブジェクト, ウィザード, 新しいデータソース, 既存

のデータソースを使用する)。 

2. 適切な動作を選択します。 

3. オブジェクトを置きたい場所をクリックします。 

オブジェクト修正 

以下を利用して、オブジェクトを変更することができます: 

• ツールバーのボタン、フォーマットツールバー、配置ツールバーなど 

• オブジェクトをダブルクリック 

• オブジェクトを右クリックして、プロパティを選択 

• オブジェクトビューで、オブジェクトを右クリックして、プロパティを選択 

文字オブジェクトの作成 

1. 作成 ツールバーの 文字    ツールをクリックします。 

 

- または - 
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オブジェクト > 文字 メニューコマンドを選択します。 

2. デザイン画面上で文字オブジェクトを配置する場所をクリックします。最小の文字枠が作ら

れます。 

 

- または - 

 

デザイン画面上で文字オブジェクトを配置する場所をクリック & ドラッグします。ドラッグ

したサイズの文字枠が作られます。 

3. 文字を入力してください。 

入力された文字のスタイルは 文字 ダイアログボックスで指定したものです。 

  

ご注意：「オブジェクトビュー」からオブジェクトを作成することも可能です：求めるオブジェクト

タイプを右クリックし、ご希望の動作を選択して、文書にオブジェクトを置きたい場所をクリックし

ます 

文字 ダイアログボックスを開くには、 

オブジェクト > 文字 コマンドメニューを選択します。 

 

- または - 

 

F7 キーを押します。 

バーコードオブジェクトの作成 
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1. 作成 ツールバーの バーコード ボタン    をクリックします。 

 

- または - 

 

オブジェクト > バーコード メニューコマンドを選択します。 

2. ラベルのデザイン領域をクリックして下さい。 

バーコード ダイアログボックスが表示されます。 

3. バーコード タブを選択し、種類一覧から使いたいバーコードを選択します。また、プリンタ

ーのバーコード生成機能を利用する プリンター、またはイメージデータとして生成する グラ

フィック を選択できます。 

4. プリンター を選択すると、プリンターが生成できるバーコードの一覧が表示されます。 

 

- または - 

 

グラフィック を選択すると、ソフトウエアによって生成できるバーコードの一覧が表示され

ます。 

5. 必要であればバーコードの追加のオプションを設定してください (高さ、細バー幅、比率、チ

ェックデジッド)。 

6. 値 エデットボックスにバーコードの値を入力してください。 

7. OK ボタンをクリックして下さい。 

ノート: プリンターが生成できるバーコードはモデルによってさまざまです。もし使用したいバーコ

ードをプリンターが生成できないときは、グラフィック バーコードを使用することで印刷できます。

しかし、グラフィック バーコードを使用すると、印刷に時間がかかります。また、プリンターによっ
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ては一度に沢山のグラフィックデータを印刷できません。プリンターの性能限界を超えた場合、印刷

抜けが発生します。 

ご注意：「オブジェクトビュー」からオブジェクトを作成することも可能です：求めるオブジェクト

タイプを右クリックし、ご希望の動作を選択して、文書にオブジェクトを置きたい場所をクリックし

ます 

  

線分の描画 

1. 線分の描画   ツールをクリックします。 

 

- または - 

 

オブジェクト > 描画 > 線分 メニューコマンドを実行します。 

2. デザイン領域をクリックして下さい。 

3. マウスの左ボタンをクリックしたまま、線分の終点までドラッグします。 

ご注意：「オブジェクトビュー」からオブジェクトを作成することも可能です：求めるオブジェクト

タイプを右クリックし、ご希望の動作を選択して、文書にオブジェクトを置きたい場所をクリックし

ます 

円と楕円の描画 

1. 円/楕円   ツールをクリックします。 

 

- または - 
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オブジェクト > 図形 > 円/楕円 メニューコマンドを実行します。 

2. デザイン領域をマウスでクリックして下さい。 

3. ハンドル (オブジェクト周囲の小さな矩形) をマウスの左ボタンで押したままドラッグすると

オブジェクトを変形します。それ以外の場所をマウスの左ボタンで押したままドラッグする

とオブジェクトを移動します。 

ヒント 

���− SHIFT キーを押しながらドラッグしてオブジェクトを作成すると、真円を作成します。 

���− CTRL キーを押しながらドラッグしてオブジェクトを作成すると、マウスカーソルの起点を中

心とする円を作成します。 

���− CTRL と SHIFT キーを押しながらドラッグしてオブジェクトを作成すると、マウスカーソルの

起点を中心とする真円を作成します。 

ご注意：「オブジェクトビュー」からオブジェクトを作成することも可能です：求めるオブジェクト

タイプを右クリックし、ご希望の動作を選択して、文書にオブジェクトを置きたい場所をクリックし

ます 

イメージのインポート 

1. 作成 ツールバーの イメージ   ツールを選択します。 

 

- または - 

 

オブジェクト > イメージ メニューコマンドを選択します。 

2. デザイン領域をマウスでクリックして下さい。 

イメージ選択 ダイアログボックスが開きます。 



固定オブジェクトを使用したドキュメントの作成 

42 

3. ファイルから参照 タブを選択し、ファイルの場所 領域でイメージファイルの場所を指定して

ください。 

4. イメージファイル名を選択します。 

5. OK ボタンをクリックして下さい。 

ノート: イメージのプレビューを見たいときは、プレビュー ボタンをクリックして下さい。 

ご注意：「オブジェクトビュー」からオブジェクトを作成することも可能です：求めるオブジェクト

タイプを右クリックし、ご希望の動作を選択して、文書にオブジェクトを置きたい場所をクリックし

ます 
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変数オブジェクトを使用したドキュメントの作成 

データソースについて 

データソースには、同じソースのデータを与えられる変数 のリストが含まれています。 

データソースを選択すると、必要とされるデータがどこにあり、それがどのデータタイプであるかが

示されます。データは、アプリケーション内部で生成されるデータ（式、日付、カウンター） 、アプ

リケーションに外部から指定できるデータ（データベース 、フォームを使用した直接入力）に大別で

きます。 

データソースビューまたはメニューで利用可能なデータソースは、以下のとおりです。 

  

データソース 内容 

データベース 外部データベースから参照されるデータです。 

日付 日付コンピュータまたはプリンターのシステム日付を元に自動計算される

日付と時刻のデータです。 

数式 表計算プログラムのような豊富な関数や演算子を使用して作成する印刷デ

ータです。 

フォーム 印刷時に手入力または他のアプリケーションから直接値を読み書きするた

めの、データ交換用のデータです。多くの場合、手入力用のフォーム画面

から操作されるのでこの名前が付けられています。 

テーブル参照  データベースに検索条件を与え、その結果を参照するデータです。 

カウンター 独自に増減させることができるカウンターデータです。 

自由 外部アプリケーション、フォーム画面、データベースなど、あらゆる外部

データソースから直接書き換えたり、参照できない特殊なデータソース
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で、データソース間で値を相互参照するための中間変数として使用されま

す。自由データソースの副作用完了点は、それを参照する全てのデータソ

ースよりも先にあることが保証されています。自由データソースは、外部

から直接的に書き換えたり、参照できない点を除けば、フォームデータソ

ースと同様に動作します。 

データソースの作成 

データソースを使用すると、例えば、アプリケーションの外部のデータ、演算データ、コンピュータ

ーの日付システムなどを使用することができます。これらの変数に関連する値は、さまざまなデータ

ソースから提供されます。 

以下の方法でデータソースを作成できます。 

データソースビュー  

1. データソースビューにおいて、データソースの 1 つを右クリックします。   

2. ポップアップメニューから、 追加を選択します。 

データソースメニュー  

1. データソース メニューをクリックします。 

2. データソースの 1 つを選択します。 

3. 追加をクリックします。 

ツールバー  

1. ツールバーの  をクリックします。 

2. 必要な データソースを選択します。 

3. サブメニューで、 追加を選択します。 
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それぞれの作成モードについて 

• 作成したデータソースは、選択されたデータソースの下に自動的に表示されます。 

• アプリケーションにより、データソースにデフォルト名が付けられます。 

注意：括弧 {} は変数名に使用できません。これは、データベース データソースからの変数を除い

て、すべてのデータソースに適用されます。データベース変数を作成するには、クエリーを作成する

必要があります。 

    

データベース データソース 

コマンド： データソース > データベース > クエリーの作成と修正 

データベース データソースには、クエリーまたは ASCII テーブルからのデータにより生成された変

数が含まれます。 

注意：変数が作成された時、 データソースでは、生成したフィールドの名前をそのまま使用します。 

注意：データベース変数は、データベースのフィールド名とリンクしているため、変数名を変更する

ことはできません。 

クエリーの作成 

クエリーの作成 

コマンド：データソース > データベース > クエリーの作成と修正 

変数の作成 のすべてのオプションを参照してください。 

 
 

1. データソースの選択リストから、データソースを選択します。 
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注意：新しいデータソースの場合、新規…ボタンをクリックします。これにより、ウィザードを使用

するか、ODBC または OLEDB データソースを選択することができます。 

デフォルトでは、 標準作成モードが有効になります。しかし、クエリーを作成する場合、高度な

SQL 作成モードを使用できます。 

標準作成モード  

2. テーブルの選択 リストにおいて、検索を実行するテーブルを選択します。 

 

テーブル名を含める オプションを使用すると、フィールドのリストにテーブル名を表示する

ことができます。 

  

3. 選択フィールドリストにおいて、選択したテーブルに関するフィールドを選択します。 

注意：  をクリックすると、すべてのフィールドを選択できます。 

 ヒント： ラベルで使用するフィールドのみを選択することをお勧めします。これにより、データベ

ースとの通信量が減少し、処理速度が速くなります。 

4.   をクリックすると、結果を表示できます。 

高度な SQL 作成モード  

2. SQL モードを選択します。     

3. 編集フィールドに、SQL 形式でクエリーを入力します。 

または 

SQL クエリービルダーボタンをクリックし、クエリービルダーにアクセスします。これによ

り、SQL データベースクエリーを構築する際に、簡単に使用できるインターフェースをご利
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用いただけます。アプリケーションで、新しいリクエストを作成したり、既存のリクエスト

をグラフィカルに表示できます。 

4. をクリックすると、結果を表示できます。 

作成されたデータソースは、データベースのフィールド名がついています。ナビゲーション

バーがワークスペースに表示されます。 

5. 終了したら、 OK ボタンをクリックします。 

   

フィールド名と同じ名前のデータベース変数が作成されます。 

また、ナビゲーションバー が表示されます。 

何が知りたいですか？ 

レコードの選択順序 

レコードの並べ替え 

テーブル参照 データソース 

コマンド：データソース > テーブル参照 > 追加。 

テーブル参照 データソースの値は、現在のドキュメントにリンクしたもの以外に、データベースで実

行した検索の結果となります。検索は、データベース内のテーブルの 1 以上のフィールドに対して実

行されます。与えた検索条件に一致するデータがあれば、検索で見つかったレコードフィールド

（「結果フィールド」と呼ばれる）の 1 つから抽出されます。 

コマンド：データソース > テーブル参照> 追加 

変数の作成 のすべてのオプションを参照してください。 
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1. データソース選択リストから、データソースを選択します。 

注意：新しいデータソースを作成するには、新規作成ボタンをクリックします。これにより、ウィザ

ードを使用したり、 ODBC データソースまたは OLEDB データソースを選択したりすることができ

ます。 

2. デフォルトでは、 標準作成モードが有効となります。しかし、テーブル参照を実行するに

は、高度な作成モードである SQL を使用できます。 

標準作成モード  

3. 選択テーブルリストにおいて、検索を実行するテーブルを選択します。 

4. 結果フィールド リストにおいて、値を変数に変換するフィールドを選択します。 

5. ボタンをクリックして、行を追加します。 

6. 検索を実行する外部テーブルのフィールドを選択します。 

7. 検索値を含む、現在のドキュメントの変数を選択します。 

8. テストボタンをクリックし、結果を表示します。 

SQL 高度な作成モード  

3. SQL フォーマット作成モードをクリックします。 

4. SQL フォーマットでクエリーを入力します。 

または 

SQL SQL クエリービルダー ボタンをクリックし、クエリービルダーにアクセスします。こ

れにより、 SQL ータベース・クエリーを構築する際に、簡単に使用できるインターフェース

をご利用いただけます。アプリケーションで、新しいリクエストを作成したり、既存のリク

エストをグラフィカルに表示できます。 

5. テストボタンをクリックして、クエリー結果ダイアログボックスに結果を表示します。 
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日付データソース 

コマンド：データソース > 日付 > 追加  

 

日付データソースは、コンピューターまたはプリンターのシステム日付から生成されます。これを使

用すると、事前に定義された形式で、日時を表示することができます。値は各印刷セッションが始ま

る時に自動的に更新されます。 

現在の日付または時間を、ドキュメントに挿入することができます。現在の日時に固定値を加減算す

ることで先日付や後日付を印刷することもできます。 

日付データソースのプロパティを定義 

ドキュメントブラウザ の データソース タブで、変数のプロパティを設定できます。 

 

1. 日付タブにおいて、希望する日付形式を選択します。 

2. 日付フォーマットが、プレビューゾーンに表示されます。 

3. OK ボタンをクリックします。 

  

デモンストレーション 

日付の挿入 

1. ラベルを開きます。 

2. 日付データソースを追加し、datefab と名前を付けます。 
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3. 日付ダイアログボックスに日付を作成します。yy/mm/dd 形式で作成します。 

4. 日付形式リストの一番下の「ユーザー定義」を選択します。 

5. リスト下左の入力欄に「yy/mm/dd」と入力します。 

または、 

リスト下右のコンボボックスで書式を選択し、”/”記号で連結します。 

6. OK ボタンをクリックします。 

7. 日付 (datefab) を選択し、ワークスペースにドラッグ＆ドロップします。 

8. コンテキストメニューで、テキストを選択します。 

カウンター データソース 

コマンド：データソース > カウンター > 追加 

カウンター データソースは、コンピューターまたはプリンターのいずれかで計算されたデータにより生成されます。 

データソースの内容は、印刷が進むにつれて初期値と増分値に従って変化します。 

カウンター データソースのプロパティを定義 

ドキュメントブラウザ の データソース タブで、変数のプロパティを設定できます。 

変数の作成 のすべてのオプションを参照してください。 

  

1. カウンターの種類を選択します。リストに表示されたもの以外のカウンターの種類を使用し

たい場合は、ユーザー定義を選択し、カスタマイズした文字列並びを入力します。 

2. 増分ボックスに値を入力します。デフォルトは、 +1 です。 

3. 現在の値ボックスに開始値を入力します。デフォルトは、0 です。 

4. 最小値／最大値を入力します。デフォルトは、0～9999 です。 

5. OK ボタンをクリックします。 
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Visual Basic スクリプティング タブ 

デモンストレーション 

カウンターの作成 

1. ラベルを開きます。 

2. カウンターを作成し、namcd と名前を付けます。 

3. コンテキストメニューで、プロパティを選択します。 

4. カウンターの種類として、10 進を選択します。 

5. 増分値ボックスに''1''を入力します。 

6. 現在の値ボックスに''1''を入力します。 

7. OK ボタンをクリックします。 

8. カウンター（namcd）を選択し、ワークスペースにドラッグ＆ドロップします。コンテキス

トメニューで、テキストを選択します。 

9. それを右クリックし、コンテキストメニューで、プロパティを選択します。 

10. 以下のテキストの特徴を選択します。 

フォント： Arial,   

高さ： 3.20 mm。 

数式データソース 

コマンド： データソース > 数式 > 追加  

数式データソースには、作成したデータソースのリストが含まれます。 

これらのデータソースには、演算子、定数、データソース、予約変数、式および関数の組み合わせが

存在しています。データは数字または英数字となります。 

ドキュメント内で演算を行う場合、まず、数式データソースを作成しなければなりません。 
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このデータソースには、特定の式に関して必要な関数を定義できるダイアログボックスがあります。 

  

数式データソースのプロパティを定義   

  

コマンド： データソース > 数式 > 追加 

ドキュメントブラウザ の データソース タブで、変数のプロパティを設定できます。 

 

1. 編集ボックスに直接、数式を入力します 

または 

必要な要素を選択し、挿入ボタンをクリックします。 

2. テストボタンをクリックすると、シンタックスが正しいかどうかを確認できます。エラーが

発生した場合、画面の指示に従って、必要な変更をすべて行ってください。 

3. OK ボタンをクリックします。 

ヒント：ダブルクリックにより要素を挿入することができます。 

注意：数式に使用される変数に、以下の文字の１つを含む名前がある場合、それを括弧 {}に含めなけ

ればいけません。&+-*/<>=^%,!\" 

注意：テストボタンをクリックすると、数式をチェックすることができます。メッセージに式の値が

表示される場合、式が正しいことになります。値が正しくない場合は、画面の指示に従って必要な変

更を行ってください。取得した値が切れている場合、出力タブに指定される最大長を変更してくださ

い。。 
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デモンストレーション: 簡単な式の作成 

製品の価格を表示 

生産ラベルには、重量と 1 キロあたりの価格を関数処理した製品の価格を表示します。 

1. ラベルを開きます。WEIGHT と PRICEPERKG の 2 つの変数を作成することが必要です。 

2. WEIGHT 変数について：変数のローカル値として 788 (製品の重量 788g)を入力し、出力タブ

の接頭文字入力欄に「重量をグラムで入力してください：」を入力し、OK タンをクリックし

ます。 

3. PRICEPERKG 変数について：変数のローカル値として 15.70 (価格/kgFF15.70)を入力し、出

力タブの接頭文字入力欄に「1 キロあたりの価格を入力してください：」を入力して、OK ボ

タンをクリックします。 

4. 式を追加し、「Price」と名付けます。 

5. 数式：WEIGHT*PRICEPERKG/1000 を入力し、OK ボタンをクリックしてください。 

6. ドキュメントを保存します。 

デモンストレーション：警告メッセージを表示するため、「Warning」数式変数を追加 

  

下記のシーケンスでは、ユーザーに警告メッセージを表示し、Total_Weight 共有変数の値が 1,000kg 

を超えていることを伝える場合の式を作成します。 

重量の値が 1,000kg を超える場合、「ご注意ください！エラー！総重量が最大値を超えています！」

というメッセージを表示します。 

1. ラベルを開きます。 

2. 数式を作成し、「Warning」と名付けます。 
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3. 数式 のダイアログボックスにおいて、以下の式を入力します。if(Total_Weight>1000、''ご注

意ください！\n エラー！\n 総重量が最大値を超えています！'', '''')。 

4. 出力タブでは、最大の長さ に 50 を入力し、OK ボタンをクリックします。 

5. 変数をラベル内のテキストとして設定します。 

6. パラグラフ タブでは、自動行送り オプションにチェックをつけ、位置合せで中央揃えを選択

します。 

IF 関数に関する情報 

指定された条件が TRUE の場合は、ある値を返し、FALSE の場合には、別の値を返します。 

IF 関数を使用して、値や式に関する条件テストを行います。 

if(expr, val_if_true, val_if_false) ：expr が値または式を表す場合、その結果は TRUE または

FALSE 

val_if_true は、 expr が TRUE の場合に返される値です。val_if_true 引数は別の式とすることも

できます。 

val_if_false は、expr が FALSE の場合に返される値です。val_if_false 引数は別の式とすること

もできます。 

フォーム データソース 

コマンド：データソース > フォーム > 追加。 

変数の作成 すべてのオプションを参照してください。 

フォーム変数ダイアログボックス も参照。 

フォーム・データソースには、作成した変数のリストが含まれます。これらのデータソースは、キー

ボードを使用して、フォームに直接データを入力し、生成します。 
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Form Editor を使用してカスタマイズされたフォームを作成す
るために 

上記表示通りに、フォーム設定ダイアログを開きます。 

フォームモードオプションをカスタム に切り替えて、OK をクリックします。 

Form Editor:にアクセスするために 

• ビュー > フォーム > フォーム編集を選択 - または - 
• マウスを使ってフォームを選択し、右クリックしてフォームを編集を選択し

ます。 

Form Editor ツールは、カスタマイズ準備ができた空白形式で開きます。 

フォームの表示 

フォーム を使用すると、デザイン中、または通常、印刷前にデータを入力することができます。 

フォームを表示するには 

1. フォーム 変数を含むラベルを開きます。 

2. ツールバーの    ボタンをクリックします。 

デフォルトでは、ワークスペースで、ラベルとフォームを別々に表示することができます。 

ラベルとフォームを一緒に表示するには 

1. フォームに関するタブを選択します。 

2. フォームがそれ自体のウィンドウから離れるまで、タブを上下にドラッグします。お好みで

新しいウィンドウをドッキングさせることができます。 

- または - 

1. ウィンドウ > 新規垂直タブグループ  
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今、両方のビューを見ることができます。 

ラベルまたはフォームを変更すると、自動的にもう一方のデータが更新されます。 

フォームをパーソナル化するために 

フォーム設定ダイアログボックスで、色、フォント、その他の要素を変更することで、フォームの外

観をパーソナル化することができます。 

ダイアログボックスにアクセスするには 

• 表示 > フォーム設定 

 

- または - 

• マウスの右クリックでフォームを選択し、フォーム設定。 

- または - 

• フォーム表示でウィンドウの背景をダブルクリックします  (自動フォームモードの時だけ)。 

Form Editor を使用してカスタマイズされたフォームを作成す
るために 

上記表示通りに、フォーム設定ダイアログを開きます。 

フォームモードオプションをカスタム に切り替えて、OK をクリックします。 

Form Editor:にアクセスするために 

• ビュー > フォーム > フォーム編集を選択 - または - 
• マウスを使ってフォームを選択し、右クリックしてフォームを編集を選択し

ます。 

Form Editor ツールは、カスタマイズ準備ができた空白形式で開きます。 
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Form Editor の使用 

左にあるツールバーからコントロールを選択し、コントロールを置きたいフォームをクリックしま

す。 

コントロールがフォームから現れ、そのプロパティが右にあるツールバーに表示されます。 

マウスを使ってコントロールの位置とサイズを変更することができます。 

ツールバーでコントロールのプロパティを修正することができます。 

  

下のテーブルは利用できるコントロールとその主な機能を表にします。 

アイコ

ン 
コントロール 機能 

 

テキスト入力 一定の条件に従って、値を入力します。 

 

日付ピッカー カレンダーを使用して日付を選択します。 

 

数値 上/下 上/下矢印を使用して、数値を選択します。 

 

チェックボックス 
ボックスのチェックを入れる/チェックを外すことで 2 つの値からひと

つを選択します。 

 

ラジオボタンリスト 対応ボタンを選択して、複数の値からひとつ選択します。 

 

リストボックス 対応アイテムを選択して、複数の値からひとつ選択します。 

 

記録ピッカー データベースから記録を選択します。 

 

時間ピッカー 定義された形式に従って時間を選択します。 

 

スライダー 定義された範囲から数値を選択します。 

 

画像取り込み 画像ファイルを選択します。 
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ラベル データソースの固定テキストまたは値を表示します。 

 

ライン 固定ラインを表示します。 

 

画像 固定画像、またはデータソースに定義された画像を表示します。 

 

グループボックス 
グループは、オプションのボーダーとヘッダーと一緒にコントロール

します。 

  

カスタムフォーム例 

サンプルラベルフォルダーでカスタムフォーム機能を使用するラベルデザイン例を見つけることがで

きます。 

  

データをフォームに入力する順序を変更 

データをフォームに入力する順序を変更することができます。 

手順は以下のとおりです。 

1. マウスを用いて、フォームを選択します。 

2. 右クリックします。 

3. タブの並べ替えを開始を選択します。デフォルトのナンバリングが表示されます。 

4. フォームに最初に表示したいフィールドの数字をクリックします。確認すると、数字が緑に

変わります。 

5. ステップ 4 を繰り返し行い、並べ替えを続けます。 
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6. 選択を確認するには、右クリックし、タブの並べ替えを確認を選択します。最初のフィール

ドを確認すると、フィールドの順序が自動的に確認されます。その後、ナンバリングがフォ

ームから消えます。 

注意：変更をキャンセルすることもできます。フォームを右クリックし、タブの並べ替えを破棄を選

択します。 

フォーム データソースのプロパティを定義 

ドキュメントブラウザ の データソース タブで、変数のプロパティを設定できます。 

変数の作成 のすべてのオプションを参照してください。 

1. フォームタブをクリックします。 

2. フォームに表示したいプロンプトを入力します。 

3. 必要な場合、入力形式と最小の長さを定義することができます。 

4. ピックリストから <ローカル> を選択し、フォームで提案する値を作成します。次に  をク

リックすると、ピックリスト のダイアログボックスにアクセスします。 

5. 出力タブでは、出力形式、最大の長さ、サフィックスとプレフィックスを定義できます。 

3. OK ボタンをクリックします。 

注意：空のローカル値を定義し、印刷の後にリストアするボックスにチェックをつけると、変数の値

が、各印刷ジョブの後に、空値に設定されます。 

デモンストレーション 

フォーム データソースの作成 

1. ラベルを開きます。 

2. フォーム・データソースを追加し、productname と名前を付けます。 
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3. ローカル値として 「チーズ」を入力します。 

4. フォームタブでは、最小の長さに「1」を入力します。 

5. 出力タブをクリックし、最大の長さに「20」を入力します。 

6. フォーム・データソースを選択し、ワークスペースにドラッグ＆ドロップします。 

7. 操作状況にあわせて表示されるメニューで、テキストを選択します。 

自由データソース 

コマンド：データソース > 自由 > 追加  

変数の作成 すべてのオプションを参照してください。 

自由変数ダイアログボックス (入力タブ) も参照してください。 

自由 データソース には、作成したデータソースのリストが含まれます。これらのデータソースは、

作成した時に指定されていないデータにより生成されます。自由データソースを使用して、中間デー

タソースを作成することができます。 

自由 データソースのプロパティを定義 

ドキュメントブラウザ の データソース タブでプロパティを変更するには 

変数の作成 のすべてのオプションを参照してください。 

1. 入力タブで、以下のローカル、共有、またはファイルからいずれかを選択します。  

ローカルを選択した場合は、ボックスに変数値を入力します。これは、変数の初期値となり

ます。 

または  

共有を選択した場合、ボックスに変数値を入力します。 OK ボタンをクリックします。   

または  

ファイルからオプションを選択した場合、必要なファイルを選択します。  
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2. 出力タブで、出力形式、最大の長さ、サフィックスとプレフィックスを定義することができ

ます。 

  

3. OK ボタンをクリックします。 

  

デモンストレーション 

自由データソースの作成 

1. ラベルを開きます。 

2. 自由 データソースを作成し、''ref''と名前を付けます。 

3. データソースをテキスト形式でラベルに挿入します。 

4. 印刷時にこのデータソースを表示しない場合、これを選択し、オブジェクトツールバーで

  をクリックします。 

  

変数オブジェクトの作成 

固定オブジェクトの概念は、変数 オブジェクトの概念とリンクしています。 

変数オブジェクトとは、作成時には値が定義されていない要素から構成される、テキスト、バーコー

ド、または画像タイプのオブジェクトです。複数のオブジェクトを 1 の変数に関連付けることができ

ます。 

これらの要素の値は、印刷する時に、さまざまなデータソースにより提供されます。 

• フォームに直接キーボード入力(フォーム データソース) 
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• 外部ファイルまたはデータベースからのインポート （テーブル参照または データベース デ

ータソース） 

• コンピューターにより計算されるフィールド（数式、カウンター および日付データソース） 

注意：データソースビューでは、選択されたオブジェクトに関連付けられた変数が赤い矢印で示され

ます。 

• Visual Basic スクリプトから生成されたデータ 

  

既存データソースにリンクした変数オブジェクトを作成 

既存データソースにリンクした変数オブジェクトを作成 

既存データソースにリンクした変数オブジェクトを作成以下を使用して、ドキュメントにおいて変数

オブジェクト（バーコード、画像、テキスト）をすばやく簡単に作成することができます。 

変数オブジェクトの作成 

次を使用して、素早くそして簡単にドキュメントで変数オブジェクト （バーコード、画像、テキス

ト、描画など） を作成できます。 

• 作成ツールバー 

-または- 

• オブジェクトメニュー 

オブジェクトメニュー 

わかりやすいガイダンスに従って、以下のオプションのいずれかにより、オブジェクトを作成するこ

とができます。 

• 直接モードで作成: 
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1. ドキュメントに挿入したいオブジェクト（バーコード、画像、テキスト）をデザインツール

バーで直接クリックします。 

2. ラベル上で配置したい場所をクリックします。 

作成ウィザードがデフォルトで実行されます。実行されない場合は、オブ 

ジェクトをダブルクリックし、プロパティダイアログボックスを開きます。 

3. データソースタブをクリックします。 

4. 変数を選択します。 

5. オブジェクトに指定したい変数を選択します。 

-または- 

• ガイドモードで作成: 

1. デザインツールバーの対象オブジェクトボタン右横の▼ボタンをクリックします。実行可能な

アクションを示すサブメニューが表示されます。 

2. 既存データソースを使用して、変数オブジェクトを作成するには、以下のいずれかの方法を

選択します。 

 

- 既存データソースを使用 を選択してから、該当する変数を選択します。 

または 

- ウィザードを選択します。この方法では、変数オブジェクト作成プロセスをステップごとに

案内します。 

  

3. ラベル上で配置したい場所をクリックします。 

注意：作成ウィザードは、デフォルトで有効となっています。これを無効にするには、ツール > オプ

ション > ウィザード を選択します。詳細は、「ウィザードの有効化」を参照してください。 
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ご注意：「オブジェクトビュー」からオブジェクトを作成することも可能です：求めるオブジェクト

タイプを右クリックし、ご希望の動作を選択して、文書にオブジェクトを置きたい場所をクリックし

ます 

新しいデータソースにリンクした変数オブジェクトを作成 

新しいデータソースにリンクした変数オブジェクトを作成 

変数オブジェクトの作成 

以下を使用して、すばやく簡単に、ドキュメントにおいて変数オブジェクト（バーコード、画像、テ

キスト）を作成することができます。 

• 作成ツールバー 

-または- 

• オブジェクトメニュー 

わかりやすいガイダンスに従って、以下のオプションのいずれかにより、オブジェクトを作成するこ

とができます。 

• 直接モードで作成： 

1. ドキュメントに挿入したいオブジェクト（バーコード、画像、テキスト）をデザインツール

バーで直接クリックします。 

2. ラベル上の配置したい場所をクリックします。   

作成ウィザードがデフォルトで実行されます。実行されない場合は、オブジェクトをダブル

クリックし、プロパティダイアログボックスを開きます。 

3. データソースタブをクリックします。 

4. 変数を選択します。 
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5. オブジェクトに指定したい変数を選択し、右クリックし、追加を選択します。 

または 

新規データソースをクリックし、追加したい変数を選択します。 

-または- 

• ガイドモードで作成： 

1. デザインツールバーの対象オブジェクトボタン右横の▼ボタンをクリックします。実行可能な

アクションを示すサブメニューが表示されます。 

2. 新しい変数を使用して、変数オブジェクトを作成するには、以下のいずれかの方法を選択し

ます。 

- 新規データソースを選択します。 

または 

- ウィザードを選択します。この方法では、変数オブジェクト作成プロセスをステップごとに

案内します。 

3. ラベル上の配置したい場所をクリックします。 

注意：作成ウィザードはデフォルトで有効となっています。これを無効にするには、ツール > オプシ

ョン > ウィザードを選択します。詳細は、「ウィザードの有効化」を参照してください。 

ご注意：「オブジェクトビュー」からオブジェクトを作成することも可能です：求めるオブジェクト

タイプを右クリックし、ご希望の動作を選択して、文書にオブジェクトを置きたい場所をクリックし

ます 
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印刷 

強力な印刷エンジン 

本製品は、自動認識ソフトウェア市場において、これまでで最も幅広いプリンター（感熱式、熱転写およびインクジェット）

に対応し、強力で使いやすい作成 

ツールと印刷エンジンを提供しています。 

  

単独のラベルや一連のラベル、あるいは同じラベルを複数印刷するなど、あらゆる場面で使用するすべての印刷コマンドが、

印刷ダイアログボックスにまとめられています。 

ドキュメントの印刷 

ドキュメントを印刷するには： 

1. ファイル > 印刷 を選択すると、印刷 ダイアログボックスにアクセスします。 

  ボタンまたは F6 を押すこともできます。 

2. ラベル テキストボックスで、印刷するラベル数を入力します。 

3. OK ボタンをクリックします。 

シリーズでのラベル 

この例で、一連の 10 枚のラベルを印刷します。 

  

1. 印刷ダイアログボックスで、以下の値を入力します。 

• シリーズを構成するラベル数： 10 

これは、シリーズで 10 枚の異なるラベルがあることを表します。 
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2. 印刷ボタンをクリックします。 

  

印刷された結果は、10 枚のラベルが印刷され、2 つのカウンターが同じ値となります。 

各ラベルのコピー   

  

次に、一連の 5 枚のラベルを印刷しますが、今回はそれぞれ 2 つのコピーを印刷します。 

  

1. 印刷 ダイアログボックスに以下の値を入力します。   

• シリーズを構成するラベル数： 5 

• ラベルの複写枚数： 2 

  

2. 印刷ボタンをクリックします。 

  

前の例で得られたものと結果が異なる 10 枚のラベルが印刷されます。 

  

各ページのコピー 

先ほどご覧いただいたように、同じラベルを複数印刷することができます。次の例では、同じページを複数印刷する方法を見

ていきましょう。プリンターがページをどのように認識するかを理解することが必要です。 

  

ページは、プリンタードライバーを設定する時に指定されるパラメーターによって決まります。取得される結果は、オフィス

プリンターで印刷するか、熱転写プリンターで印刷するかによって、全く異なる場合があります。熱転写プリンターで主に使

用される連続ロール紙でページを視覚化するのは非常に難しいかもしれません。 
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さらに、印刷メディアの寸法やラベルのサイズによって、ページの寸法がラベルに対応する場合があります。この場合、ペー

ジ部数がラベル部数と同じになります。 

  

ページ形式とラベルのサイズは、ページ設定ダイアログボックスで定義します。 

  

1. カウンターを含むラベルを開きます。 

2. ファイル > プリンターの選択を選択します。 

3. Windows オフィスプリンターを選択します。 

4. 紙のフォーマットが A4 であることを確認し、OK ボタンをクリックします。 

5. ファイル > ページ設定を選択し、  をクリックします。 

  

ページ設定ダイアログボックスが表示されます。 

プレビューにより、印刷時のページのイメージを確認できます。 

6. ダイアログボックスを閉じます。 

7. をクリックします。 

8. 以下の値を入力します。 

• シリーズを構成するラベル数： 8 

• ページの複写枚数： 2 

9. 印刷ボタンをクリックします。以下のような結果となります。 
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マージ印刷を実行するには 

マージ印刷を実行するには 

マージ 印刷は、開いているデータベースからレコードを印刷する、いわゆる差込印刷のことです。 

1. ファイル > 印刷を選択すると、印刷ダイアログボックスにアクセスすることができます。 

- または - 

 ボタンをクリックします。 

2. ラベル テキストボックスに、印刷するラベル数を入力します。 

3. レコードフィールドで、全てのレコードを選択します。 

レコードフィールドが表示されていない場合は、詳細表示>>ボタンをクリックします。 

4. OK ボタンをクリックします。 

フォームを使用した印刷 

1. ファイル > 印刷.. を選択するか、F6 キーをクリックまたは押します。 

2. ラベルフィールドで、「2」を入力します。 

3. 印刷を起動します。 

フォームが表示され、印刷するデータを入力することができます。 

4. 例えば、 「Smith」と 「51」を入力し、OK ボタンをクリックします。 最初のラベルが印刷されると、フォームが

再び表示されます。 

5. 例えば、「Mullang」と 「52」を入力し、OK ボタンをクリックします。 

  

注意：シリーズに含まれる各ラベルのフォームが表示されます。１シリーズ毎オプションを選択すると、ラベルシリーズの印

刷が起動する時に、フォームが一度だけ表示されます。 
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まとめ 

印刷ダイアログボックスの表示は

状況によって異なります 

ラベルにカウンターが含まれる場合は、シリーズを構成するラベル数が表示されま

す。 

これはシリーズごとに異なったラベル数、つまりカウンターの増減値を意味しま

す。 

ラベルコピーを使用すると、印刷する同じラベルの部数を指定できます。ラベルに

カウンターが含まれない場合は、ラベルが表示されます。 

これは印刷枚数と同意になります。 

ページコピー ページコピーは、ラベルに ISO カウンターが含まれず、ページに 1 つ以上のラベ

ルが含まれる場合のみ、実行できます。 

マージ印刷 このオプションは、データベースのすべてのレコードを印刷し、ラベルがデータベ

ースに接続されている場合のみ、ご利用いただけます。 

フォームを使用した印刷 フォームを使用すると、オペレーターは印刷直前にキーボードでデータを入力する

ことができます。 

  

トラブルシューティング 

以下の表は、印刷中にもっともよく発生する問題をリスト化し、その解決に役立つ方法を説明します。 

  

問題 原因 解決法 

全く印刷できない プリンターのプラグが、電源コンセントに接続さ

れていない。 

プリンターのプラグを電源コンセントに接続してください。 

  パラレルリンクの場合：-プリンターが、パラレル

リンクに設定されていない。 

プリンターのコントロールパネルで、この設定

が行われていることを確認してください 

（メーカーのガイドブックをご覧ください）。 

  シリアルリンクの場合：シリアル通信設定に誤り

がある。 

PC とプリンター間の通信設定が同じであること

を確認してください 
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（プリンターで必要なシリアル通信設定につい

ては、メーカーのガイドブックをご覧くださ

い）。 

  シリアルケーブルが適切ではない。 ケーブルが、プリンターの仕様に適合していることを確認し

てください 

（メーカーのガイドブックをご覧ください）。 

  シリアルとパラレル両方の場合：- ケーブルが間

違ったポートに接続されている。 

接続をチェックしてください。 

      

ページが印刷で

きない 

感熱式印刷の場合：印刷メディアが間違った方法

で挿入されている（印刷ヘッドが、 

紙の逆の面に接している）。 

メディアを正しい方向に再度挿入してくださ

い。 

  熱転写式印刷の場合：リボンが挿入されていな

い、または正しく挿入されていない。 

リボンをチェックし、必要に応じて調整してください（メー

カーのガイドブックをご覧ください）。 

  必要な印刷モードが、プリンターで選択されてい

ない。 

印刷モード（感熱式または熱転写式）がプリン

ター、またはプリンター設定ダイアログボック

スで正し 

く選択されていることをチェックしてください

（メーカーのガイドブックをご覧ください）。 

グラフィック・オ

ブジェクト 

（画像、Windows

フォント、グラフ

ィックなバーコー

ドなど) 

が印刷できない 

プリンターのメモリーが不足している。 次回の印刷時のみ、メモリーをクリアするオプ

ションにチェックを入れてください。 

それでも問題が続くようでしたら、 

画像に割り当てられたメモリー容量をチェック

してください（プリンタードライバーの画像タ

ブ) 

  プリンターに十分なメモリーがない。 メモリーカードを追加するか、RAM を増設し、

プリンターのメモリー容量を増加してください 

（メーカーのマニュアルをご覧いただくか、プ
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リンターを購入されたディーラーにお問い合わ

せください）。 

  一部のプリンターでは、わずか数ミリでも、印刷

可能なエリアの端にはみ出した場合、 

オブジェクトを認識しない。 

ラベルのオブジェクトの位置を調整してくださ

い。 

熱転写プリンター

が紙詰まりする 

使用する印刷メディアが、ページ設定ダイアログ

ボックスで定義されたものと一致しない 

（連続した紙、スペースあり）。 

ページ設定時に、正しい印刷メディアが選択さ

れたかどうかをチェックしてください 

（連続、スペースあり）。 
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